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謀略や軍事で使われてきた暗号は，現在では，ネッ

ト上での情報のやり取りを安全に行うために利用され

ています．この本では，紀元前から現在までの暗号作

成者と暗号解読者のせめぎ合い，暗号文で書かれた財

宝の探索，そして暗号解読に似た流れで未解読文字

だった線文字Bの解読など，歴史上の出来事に焦点を

あてて述べられています．もし、あのときに強度の高

い暗号を使っていたら…あのときに暗号が解読されて

いなかったら…歴史が変わっていたかもしれないなん

てことが感じられるかもしれません．

暗号は数学をベースに作られていますが，著者はそ

んなことを感じさせずに，暗号作成者や暗号解読者が

何をどう考えていったのかの思考の流れ，そしてひら

めきを読みやすく伝えています．

この本を読んだら，Webページを開くとき，錠の

マークが出ていたら，暗号のこと，そしてそれを作っ

ている研究者たちのことを思い出してください．
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